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人
間
の
存
在
と
多
様
な
宗
教
的
・
信
仰
的
信
条
の
織
り
成
す
綴つ

づ
れ

織お
り

に
は
、

人
類
と
私
た
ち
の
共
通
の
故
郷
で
あ
る
地
球
の
繁
栄
を
確
保
す
る
と
い

う
、
共
有
さ
れ
た
聖
な
る
責
任
が
あ
る
。
宗
教
の
教
え
で
あ
れ
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
哲
学
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
れ
、
私
た
ち
の
世
界
観
は
、
す

べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
尊
厳
を
守
り
、
相
互
に
つ
な
が
り
あ
う

生
命
の
網
を
保
護
す
る
た
め
に
協
力
し
て
取
り
く
む
よ
う
、
私
た
ち
を
招

き
寄
せ
て
い
る
。

　

歴
史
の
岐
路
に
立
つ
今
、
聖
な
る
つ
な
が
り
あ
う
い
の
ち
を
受
け
入
れ

る
必
要
性
は
、
か
つ
て
な
い
緊
急
性
を
も
っ
て
鳴
り
響
い
て
い
る
。
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
末
ま
で
に
、
紛
争
や

迫
害
、
環
境
悪
化
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
１
億
３
５
０
０
万
人
も
の
人
々
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
道
的
危
機

は
、
人
間
性
の
共
有
と
い
う
概
念
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
境
を
越

え
た
思
い
や
り
を
指
針
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
私
た
ち
に
求
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
苦
し
み
を
前
に
し
て
、
宗
教
者
は
深
い
責
任
を
負
っ
て
い

る
。
私
た
ち
の
多
様
な
信
条
と
伝
統
は
、
き
ら
び
や
か
な
豊
か
さ
と
極
端

な
困
窮
が
共
存
す
る
世
界
を
拒
否
す
る
よ
う
私
た
ち
に
強
い
る
も
の
で
あ

る
。
不
平
等
と
不
公
正
の
シ
ス
テ
ム
を
解
体
し
、
地
球
の
豊
か
さ
を
す
べ

て
の
人
々
に
公
平
に
分
配
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

野
放
図
な
貪
欲
と
消
費
主
義
に
よ
る
自
然
破
壊
は
、
神
の
秩
序
に
対
す

る
重
大
な
違
反
で
あ
る
。
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ

ア
牧
師
は
、「
私
た
ち
は
逃
れ
ら
れ
な
い
相
互
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
巻
き

込
ま
れ
、
運
命
と
い
う
ひ
と
つ
の
衣
で
結
ば
れ
て
い
る
。
一
人
に
直
接
影

響
す
る
も
の
は
、
間
接
的
に
す
べ
て
に
影
響
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
私

た
ち
の
運
命
は
地
球
の
運
命
と
絡
み
合
っ
て
お
り
、
自
然
界
を
冒
涜
す
る

こ
と
は
、
被
造
物
の
管
理
者
の
神
聖
な
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
で
あ
る
。

　

聖
な
る
繁
栄
を
共
有
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
尊
重

し
、
一
人
ひ
と
り
の
本
質
的
価
値
を
尊
重
す
る
と
い
う
呼
び
か
け
に
耳
を

傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
回
勅『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
』
の
中
で
、
こ
の
基
本
的
な
真
理
を
強
調
し
、
社
会
的
、
環
境
的
、
経

済
的
正
義
が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
の
認
識
を
促
し
て
い
る
。
実

際
、
人
類
の
繁
栄
は
、
生
態
系
の
健
全
性
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
聖
な
る
つ
な
が
り
あ
う
い
の
ち
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
、
不

平
等
と
搾
取
の
根
本
原
因
に
立
ち
向
か
う
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
れ
は
社

会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
状
態
を
永
続
さ
せ
、
社
会
の
大
部
分
に
基
本
的
な
権

利
を
否
定
す
る
抑
圧
の
シ
ス
テ
ム
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
私
た
ち
に
強
い
る

も
の
で
あ
る
。　

　

こ
れ
ら
の
深
遠
な
真
実
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
私
た
ち
が
日
常
生
活

の
中
で
神
聖
な
つ
な
が
り
あ
う
い
の
ち
を
体
現
す
る
方
法
を
考
え
て
み
よ

う
。
疎
外
さ
れ
た
人
々
の
声
を
聞
き
、
公
平
と
正
義
を
促
進
す
る
政
策
を

提
唱
し
よ
う
。
連
帯
と
共
感
の
精
神
を
培
い
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行

動
が
人
類
の
運
命
共
同
体
を
形
成
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

よ
う
。
私
た
ち
が
団
結
し
、
聖
な
る
つ
な
が
り
あ
う
い
の
ち
へ
の
揺
る
ぎ

な
い
コ
ミ
ッ
ト
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
慈
悲
、
公
平
、
正
義
が
実
現
す
る

未
来
へ
の
道
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

世
界
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
、
国
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ

ｆ
Ｐ
は
、
世
界
が
直
面
し
て
い
る
紛
争
や
苦
し
み
を
生
み
出
す
不
正
義
や

抑
圧
の
根
本
原
因
に
取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
や
行
動
を
実
施
し
て
い
く
上

で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
が
あ
る
。
私
た
ち
の
宗
教
指
導
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
信
仰
と
地
域
社
会
と
の
深
い
結
び
つ
き
を
持
ち
、
慈
悲
、
愛
、
慈
愛
の

価
値
観
に
基
づ
く
社
会
変
革
の
波
を
大
き
く
し
、
共
通
善
を
犠
牲
に
し
た

個
人
主
義
的
な
貪
欲
と
自
己
満
足
に
対
し
、
効
果
的
に
立
ち
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ
国
際
事
務
局
は
、
世
界
的
な
運
動
と
宗
教

指
導
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
が
神
の
恩お

ん

寵ち
ょ
う

を
受
け
る
神
聖
な
義
務
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
の
だ
。

「聖なるつながりあういのち（Shared Sacred Wellbeing）を受け入れる―宗教的行動への呼びかけ―」

W C R P / R f P
国際委員会事務総長

フランシス・
クーリア・カゲマ
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2024・７・20

第
48
回
理
事
会
・
第
28
回
評
議
員
会

　

第
48
回
理
事
会
が
６
月
４
日
、
神
社
本
庁
地
下

１
階
会
議
室
（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
開
催
さ
れ
、

理
事
19
人
が
出
席
し
た
。「
日
本
委
員
会
人
事
」「
２

０
２
３
年
度
事
業
報
告
」「
２
０
２
３
年
度
決
算
報

告
」「
平
和
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
倫
理
国
際
会
合
」「
規
約

の
改
正
（
就

業
規
則
）」

「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

運
営
の
改
善

に
向
け
て
」

「
第
28
回
評

議
員
会
開
催

に
つ
い
て
」

を
審
議
し
、

全
て
可
決
し

た
。

　

第
28
回
評

議
員
会
は
６

月
19
日
に
立

正
佼
成
会
京

都
教
会
（
京

都
府
京
都

市
）
で
開
催

さ
れ
、
評
議

員
８
人
が
参

加
し
た
。
審

議
事
項
の
「
日
本
委
員
会
人
事
」
で
は
、
任
期
満

了
に
伴
う
評
議
員
改
選
に
際
し
、
５
月
24
日
に
開

催
さ
れ
た
評
議
員
選
定
委
員
会
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。
席
上
、
議
長
を
務
め
る
庭
野
日
鑛
会
長
が
辞

意
を
表
明
し
、
評
議
員
会
議
長
の
互
選
の
結
果
、

満
場
一
致
で
杉
谷
義
純
評
議
員
が
議
長
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
日
本
委
員
会
会
長
）
に
選
出
さ
れ
た
。
日
本
委

員
会
人
事
で
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
）。

名
誉
顧
問

　

大
樹
孝
啓
（
天
台
座
主
）

　

大
谷
光
真
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
前
門
主
）

　

鷹
司
尚
武
（
神
社
本
庁
統
理
）

顧
問

　

植
松　

誠
（
日
本
聖
公
会
主
教
）

　

加
藤
隆
久
（
生
田
神
社
名
誉
宮
司
）

　

黒
住
宗
晴
（
黒
住
教
名
誉
教
主
）

　

薗
田　

稔
（
秩
父
神
社
名
誉
宮
司
）

　

出
口　

紅
（
大
本
教
主
）

　

中
島
精
太
郎
（
明
治
神
宮
名
誉
宮
司
）

　

西
田
多
戈
戈
（
一
燈
園
祷
座
）

　

舟
橋
雅
美
（
伏
見
稲
荷
大
社
宮
司
）

　

前
田
万
葉
（
カ
ト
リ
ッ
ク
枢
機
卿
）

　

南
澤
道
人
（
曹
洞
宗
管
長
）

　

宮
本
惠
司
（
妙
智
會
教
団
法
嗣
）

　

持
田
日
勇
（
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
法

主
）
※
新
任

　

安
田
暎
胤
（
法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺
長
老
）

会
長
（
評
議
員
会
議
長
）

　

杉
谷
義
純
（
天
台
宗
妙
法
院
門
跡
門
主
）

評
議
員

　

菊
地　

功
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区
大
司

教
）

　

北
河
原
公
敬
（
東
大
寺
長
老
）

　

九
條
道
成
（
明
治
神
宮
宮
司
）

　

熊
野
隆
規
（
立
正
佼
成
会
理
事
長
）
※
新
任

　

獅
子
王
圓
明
（
比
叡
山
延
暦
寺
執
行
）
※
新
任

　

鈴
木
裕
治
（
妙
智
會
教
団
理
事
）
※
新
任

　

田
中
恆
清
（
神
社
本
庁
総
長
・
石
清
水
八
幡
宮

宮
司
）

　

深
田
充
啓
（
円
応
教
教
主
）

　

浜
島
典
彦
（
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
総

務
）
※
新
任

　

三
宅
光
雄
（
金
光
教
泉
尾
教
会
教
会
長
）

　

吉
髙　

叶
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
議
長
）

監
事

　

利
根
康
教
（
寒
川
神
社
宮
司
）

　

中
村
陽
一
（
税
理
士
）

　

三
鍋　

裕
（
日
本
聖
公
会
主
教
）

理
事
長
（
代
表
理
事
）

　

戸
松
義
晴
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
副
所
長
・
浄

土
宗
心
光
院
住
職
）

理
事

　

阿
部
昌
宏
（
天
台
宗
宗
務
総
長
）

　

上
原
榮
正
（
日
本
聖
公
会
首
座
主
教
・
沖
縄
教

区
主
教
）
※
新
任

評議員会 理事会



―  4  ―

　

牛
尾　

淳
（
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
）

　

岡
野
英
夫
（
解
脱
会
理
事
長
）

　

大
嶋
果
織（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
総
幹
事
）

※
新
任

　

鎌
田
紀
彦
（
大
宮
八
幡
宮
宮
司
）

　

木
下
龍
輝
（
明
治
神
宮
権
宮
司
）

　

来
馬
宗
憲
（
曹
洞
宗
宗
議
会
議
員
・
江
岸
寺
住

職
）

　

黒
住
宗
道
（
黒
住
教
教
主
）

　

小
林
龍
雄
（
大
本
本
部
長
）

　

橘
重
十
九
（
北
野
天
満
宮
宮
司
）
※
新
任

　

田
中
庸
仁
（
真
生
会
会
長
）

　

徳
増
公
明
（
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
前
会
長
）

　

永
尾
教
昭
（
天
理
大
学
前
学
長
）

　

中
村
倫
明
（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
大
司

教
）

　

庭
野
光
祥
（
立
正
佼
成
会
次
代
会
長
）

　

久
田
哲
也
（
神
宮
司
廳
総
務
部
長
）

　

弘
中
貴
之
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
務
）

　

三
宅
善
信
（
金
光
教
春
日
丘
教
会
教
会
長
）

　

宮
西
修
治
（
日
枝
神
社
宮
司
）

　

宮
本
泰
克
（
妙
智
會
教
団
代
表
役
員
）

　

山
本
俊
正
（
元
関
西
学
院
大
学
教
授
）

　

八
坂
應
澄
（
中
山
身
語
正
宗
管
長
）

　

和
田
惠
久
巳
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
長
）
※
新

任

　

竹
村
牧
男
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
*
平
和
研

究
所
所
長

　

松
井
ケ
テ
ィ
（
清
泉
女
子
大
学
教
授
）
*
女
性

部
会
部
会
長　

※
新
任

　

大
西
英
玄
（
北
法
相
宗
音
羽
山
清
水
寺
成
就
院

住
職
）
*
青
年
部
会
幹
事
長

　

國
富
敬
二
（
立
正
佼
成
会
前
理
事
長
・
徳
島
教

会
教
会
長
）
*
特
別
会
員

参
与
（
理
事
会
で
推
薦
、
評
議
員
会
で
承
認
）

　

川
端
健
之
（
立
正
佼
成
会
前
顧
問
）

　

小
橋
孝
一（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
元
議
長
）

　

小
堀
光
實
（
天
台
宗
三
千
院
門
跡
門
主
）

　

髙
見
三
明
（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
名
誉

大
司
教
）

　

宝
積
玄
承
（
臨
済
宗
東
光
寺
住
職
）

　

山
崎
龍
明
（
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
・
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
法
善
寺
前
住
職
）

　

山
田
能
裕
（
天
台
宗
滋
賀
院
門
跡
門
主
）

　

渡
部　

信（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
前
議
長
）

特
別
会
員

　

大
西
英
玄
（
北
法
相
宗
音
羽
山
清
水
寺
成
就
院

住
職
）

　

國
富
敬
二
（
立
正
佼
成
会
前
理
事
長
、
徳
島
教

会
長
）

　

高
地　

敬
（
日
本
聖
公
会
京
都
教
区
主
教
）

　

宍
野
史
生
（
扶
桑
教
管
長
）

　

杉
野
恭
一
（
立
正
佼
成
会
学
林
学
長
）

　

中
村
憲
一
郎
（
佼
成
学
園
理
事
長
）

　

林　

丈
嗣
（
弓
矢
八
幡
教
主
）

　

前
島
宗
甫
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
元
総
幹

事
）

　

三
輪
隆
裕
（
日
吉
神
社
宮
司
）

　

矢
萩
新
一（
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
総
主
事
）

　

山
本
行
恭
（
椿
大
神
社
宮
司
）

活
動
委
員

　

赤
井
悠
蔵
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区
大
司

教
秘
書
・
広
報
）
※
新
任

　

赤
川
惠
一
（
立
正
佼
成
会
国
際
伝
道
部
部
長
）

　

石
川
清
哲
（
妙
法
慈
石
会
登
陵
山
清
川
寺
代
表

役
員
）

　

榎
本
光
良
（
立
正
佼
成
会
時
務
部
長
）

　

加
瀬
育
代
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外
グ
ル
ー

プ
）

　

川
上
直
哉
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
石
巻
栄
光
教

会
主
任
担
任
教
師
）
※
新
任

　

小
林
恵
太
（
カ
ト
リ
ッ
ク
ア
ト
ン
メ
ン
ト
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
）

　

佐
藤
裕
一
（
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
副
会
長
）

　

佐
原
透
修
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外
グ
ル
ー

プ
次
長
）

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ
ッ
シ
ュ
（
青
山
学
院
大
学
名
誉

教
授
）

　

中
西
正
史
（
寒
川
神
社
権
禰
宜
）

　

橋
本
伸
作
（
大
本
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）

　

堀
川
剛
史
（
解
脱
会
教
育
部
主
任
）

　

松
本　

廣
（
仏
教
徒
）

　

水
谷　

周（
日
本
宗
教
信
仰
復
興
会
議
理
事
長
、

日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
理
事
）
※
新
任
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三
井
紳
作
（
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
広
報
国
際

課
課
長
）

　

三
善
健
雄
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外
グ
ル
ー

プ
主
任
）

　

八
坂
憧
憲
（
中
山
身
語
正
宗
本
部
長
）
※
新
任

　

力
久
道
臣
（
善
隣
教
教
主
）

事
務
局
長

　

篠
原
祥
哲

評
議
員
選
定
委
員
会

　

石
井
研
士（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
教
授
）

　

大
貫
康
雄
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
21
研
究
所
理
事
、
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
局
長
）

　

三
鍋　

裕
（
監
事
・
日
本
聖
公
会
主
教
）

　

北
河
原
公
敬
（
東
大
寺
長
老
）
※
新
任

　

篠
原
祥
哲（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
事
務
局
長
）

総
合
企
画
委
員
会

　

牛
尾　

淳
（
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
）

　

大
西
英
玄
（
北
法
相
宗
音
羽
山
清
水
寺
成
就
院

住
職
）

　

黒
住
宗
道
（
黒
住
教
教
主
）

　

松
井
ケ
テ
ィ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
、
清
泉
女
子
大
学

教
授
）
※
新
任

　

竹
村
牧
男
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
*
平
和
研

究
所
所
長
）

　

和
田
惠
久
巳
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
長
）
※
新

任

　

篠
原
祥
哲（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
事
務
局
長
）

平
和
研
究
所

　

竹
村
牧
男
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
*
所
長

　

西
原
廉
太
（
立
教
大
学
総
長
）
*
副
所
長

　

金
子　

昭
（
天
理
大
学
付
属
お
や
さ
と
研
究
所

教
授
）

　

齋
藤
忠
夫
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

　

藤
本
頼
生
（
國
學
院
大
学
教
授
）

　

ホ
ア
ン
・
マ
シ
ア
（
元
上
智
大
学
教
授
）

　

松
井
ケ
テ
ィ
（
清
泉
女
子
大
学
教
授
）

　

森　

伸
生
（
拓
殖
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所
所

長
・
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
理
事
）

女
性
部
会

　

松
井
ケ
テ
ィ
（
清
泉
女
子
大
学
教
授
）
*
部
会

長　

※
新
任

　

河
田
尚
子
（
ア
ル
・
ア
マ
ー
ナ
代
表
）
*
副
部

会
長

　

田
中
佑
佳
子
（
立
正
佼
成
会
）
*
事
務
局
長

　

黒
住
昭
子
（
黒
住
教
婦
人
会
会
長
）

　

小
宮
山
延
子
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

　

早
乙
女
澄
子
（
妙
智
會
教
団
婦
人
部
本
部
長
）

　

眞
田　

翠
（
立
正
佼
成
会
）

　

田
爪
希
依
（
立
正
佼
成
会
調
布
教
会
教
会
長
）

　

対
馬
真
堵
美
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区
ア

レ
ル
ヤ
会
）

　

林　

惠
智
子
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
顧
問
）

　

深
田
章
子
（
円
応
教
智
章
、
海
外
布
教
セ
ン
タ

所
長
）

　

藤
田
民
子
（
一
燈
園
）

　

本
多
端
子
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
）

　

森
脇
百
合
（
日
本
聖
書
協
会
主
事
補
、
カ
ト
リ

ッ
ク
東
京
大
司
教
区
ア
レ
ル
ヤ
会
副
会

長
）
※
新
任

　

和
田
惠
久
巳
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
長
）

　

名
誉
委
員
：
森
脇
友
紀
子
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京

大
司
教
区
ア
レ
ル
ヤ
会
会
長
）
※
新
任

青
年
部
会
（
理
事
会
で
選
任
）

　

大
西
英
玄
（
北
法
相
宗
音
羽
山
清
水
寺
成
就
院

住
職
）
*
幹
事
長

　

加
藤
大
志
（
服
部
天
神
宮
禰
宜
）
*
副
幹
事
長

　

齋
藤
侑
助
（
立
正
佼
成
会
習
学
部
青
年
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
）
*
事
務
局
長

　

穴
井
賢
太
郎
（
大
本
青
年
部
長
）

　

提
箸
照
之
（
足
利
伊
勢
神
社
禰
宜
）

　

杉
谷
義
恭
（
天
台
宗
国
際
平
和
宗
教
協
力
協
会

専
門
委
員
）

　

舘
野
庸
子
（
解
脱
会
教
務
部
健
康
指
導
係
）

　

谷
野
創
流
（
一
燈
園
）

　

新
島
公
彰
（
妙
智
會
教
団
青
年
部
副
部
長
）

　

林　

大
道
（
弓
矢
八
幡
副
教
主
）

　

日
比
洸
紹
（
曹
洞
宗
禅
林
寺
副
住
職
・
シ
ャ
ン

テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）

　

村
上
泰
教
（
石
鎚
山
真
言
宗
総
本
山
極
楽
寺
教

学
部
長
）

　

八
坂
親
准
（
中
山
身
語
正
宗
青
年
本
部
長
）

　

山
本
賢
潤
（
比
叡
山
延
暦
寺
教
化
部
主
事
）

　

鷲
尾
龍
華（
東
寺
真
言
宗
大
本
山
石
山
寺
座
主
）

　

和
田
海
二
（
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
）
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Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
会
長
交
代

　

６
月
19
日
立
正
佼
成
会
京
都
教
会
で
開
催
さ
れ

た
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
「
第
28
回
評
議
員
会
」

に
お
い
て
庭
野
日
鑛
会
長
が
、
任
期
満
了
に
伴
い

３
期
12
年
を
務
め
た
日
本
委
員
会
会
長
を
退
任

し
、
新
た
な
会
長
と
し
て
評
議
員
で
天
台
宗
妙
法

院
門
跡
門
主
の
杉
谷
義
純
師
が
選
出
さ
れ
た
。
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
が
２
０
１
２
年
よ
り
公
益
財

団
法
人
に
移
行
し
て
以
来
、
初
め
て
の
会
長
交
代

と
な
っ
た
。

　

評
議
員
会
後
に
は
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
庭
野

前
会
長
、
杉
谷
新
会
長
、
戸
松
義
晴
理
事
長
ら
が

出
席
し
、
一
般
紙
、
宗
教
専
門
紙
12
社
22
人
の
メ

デ
ィ
ア
関
係

者
が
取
材
し

た
。

　

席
上
、
庭

野
前
会
長

は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
日
本
委
員

会
が
こ
れ
ま

で
活
発
に
活

動
を
行
う
こ

と
が
で
き
た

の
は
、
先
達

た
ち
の
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
と
述
べ
感
謝
の

意
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
杉
谷
新
会
長
が
こ
れ

ま
で
に
日
本
委
員
会
の
事
務
総
長
や
理
事
長
を
務

め
た
こ
と
や
、
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
時
に
特

別
諮
問
委
員
会
委
員
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
こ
と

を
振
り
返
り
、「
日
本
委
員
会
の
新
し
い
会
長
に

は
、
杉
谷
先
生
ほ
ど
適
任
の
方
は
お
ら
れ
な
い
と

私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

今
後
の
日
本
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、「
諸
宗
教

者
を
中
心
に
し
た
活
動
に
よ
っ
て
、
思
い
や
り
の

あ
ふ
れ
る
社
会
・
調
和
の
あ
る
世
界
が
実
現
す
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、杉
谷
新
会
長
が
就
任
の
挨
拶
を
行
い
、

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
歴
史
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
宗
教
・
宗
派
の
違
い
を
超
え
、
協

力
し
て
世
界
の
平
和
実
現
に
尽
力
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
強
調
し
た
。そ
し
て
戦
争
や
紛
争
、

災
害
時
に
お
け
る
人
々
の
苦
し
み
や
悲
し
み
に
寄

り
添
う
な
ど
宗
教
者
の
特
徴
を
活
か
し
た
活
動
の

必
要
性
を
述
べ
、「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
発
足
の
目
的
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

新
会
長
の
杉
谷
師
は
、
１
９
４
２
年
東
京
生
ま

れ
。慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
し
、

大
正
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
。そ
の
後
、

寛
永
寺
執
事
、比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
長
、

天
台
宗
宗
務
総
長
、
文
部
科
学
省
宗
教
法
人
審
議

会
委
員
、
大
正
大
学
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。
２
０

１
７
年
９
月
に
は
三
十
三
間
堂
本
坊
妙
法
院
門
跡

門
主
第
五
十
二
世
に
就
任
し
た
ほ
か
、
天
台
宗
宗

機
顧
問
会
会
長
を
務
め
る
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員

会
で
は
、
１
９
９
０
年
か
ら
評
議
員
や
事
務
総
長

を
歴
任
。
２
０
１
２
年
の
公
益
財
団
法
人
移
行
時

に
理
事
長
に
就
任
し
（
３
期
６
年
）、
18
年
か
ら
は

評
議
員
を
務
め
て
い
る
。

庭野前会長（左）と杉谷新会長
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和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
主
催

第
３
期
『
平
和
と
和
解
の
た
め
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー
』
実
施

　

６
月
29
日
～
30
日
、
連
続
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
第

３
期
『
平
和
と
和
解
の
た
め
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー
』
の
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ

た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
大
学
、国
際
機
関
、N
G
O
、

宗
教
関
連
団
体
の
専
門
家
な
ど
か
ら
、
対
立
変
容

の
手
法
に
つ
い
て
学
び
、
足
元
の
課
題
か
ら
国
際

レ
ベ
ル
ま
で
、
和
解
を
も
た
ら
す
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
開
講
し
て
い
る
。

　

第
１
回
目
の
テ
ー
マ
は「
心
を
む
け
る
」。
自
分

に
向
き
合
い
、
共
生
社
会
の
中
で
共
に
生
き
る
他

者
に
心
を
む
け
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
約
30
名
が

参
加
し
た
。

　

初
日
の
開
講
式
で
は
、
本
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の

責
任
者
で
あ
る
山
本
俊
正
氏
（
元
関
西
学
院
大
学

教
授
）が
挨
拶
を
述
べ
た
。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
後
、

本
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
の
運

営
委
員
の
松

井
ケ
テ
ィ
氏

（
清
泉
女
子

大
学
教
授
）

に
よ
る
「
平

和
・
イ
ン

ナ
ー
ピ
ー
ス

に
つ
い
て
」

の
講
義
が
行

わ
れ
た
。
平
和
の
定
義
や
平
和
の
段
階
、
和
解
の

プ
ロ
セ
ス
と
い
っ
た
概
論
を
学
び
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
自
己
肯
定
に
よ
っ
て
自
分
を
リ
ス
ペ

ク
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
相
手
と
建
設
的
な
対

話
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
体
験
を
通
し
て

学
ん
だ
。

　

参
加
者
は
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
を
参
拝
し
、

ゲ
ッ
ペ
ル
ト
昭
元
老
師
の
案
内
の
も
と
、
精
進
料

理
、
ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
。
旧
東
ド
イ
ツ
で
生

ま
れ
育
っ
た
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
師
は
、
日
本
文
化
や
哲

学
に
魅
せ
ら
れ
、坐
禅
体
験
を
し
た
こ
と
か
ら『
禅

道
』
を
究
め
た
い
と
の
思
い
で
来
日
し
た
と
語
っ

た
。
坐
禅
修
行
は
自
分
の
心
を
見
つ
め
、
外
に
救

い
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
悩
み
や

苦
を
克
服
す
る
こ
と
を
示
す
修
行
で
あ
る
と
述
べ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
も
坐
禅
を
行
な
い
、
禅
の

修
行
を
通
し
て
自
己
を
見
つ
め
る
体
験
を
し
た
。

　

夕
食
会
で
は
、
同
セ
ミ
ナ
ー
に
第
２
期
か
ら
参

加
し
て
い
る
飯
野
真
理
子
氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
、
交
流
を
深
め
た
。

　

翌
30
日
、
前
日
の
振
り
返
り
の
後
、
ジ
ェ
フ

リ
ー
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク
氏
（
桜
美
林
大
学
准

教
授
）
に
よ
る
「
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
義
を
受
け
た
。ジ
ェ
フ
リ
ー
氏
に
よ
る
と
、

尊
厳
と
は
「
生
き
る
も
の
す
べ
て
の
価
値
と
弱
さ

を
認
め
て
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
く
る
内
面

の
平
安
で
あ
る
」
と
紹
介
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
し
て
、
自
身
の
尊
厳
が
守
ら
れ
た
経
験
や

傷
つ
け
ら
れ
た
経
験
を
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
尊
厳
に
目
覚
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
問

い
か
け
を
行
っ
た
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
氏
は
、
尊
厳
は

す
べ
て
の
い
の
ち
あ
る
も
の
の
共
通
財
産
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

　

午
後
に
は
、
山
本
責
任
者
の
案
内
で
関
帝
廟
を

見
学
、
横
浜
ユ
ニ
オ
ン
教
会
、
横
浜
山
手
聖
公
会

を
訪
問
し
た
。
参
加
者
ら
は
、
徒
歩
圏
内
に
あ
る

横
浜
市
内
の
宗
教
の
多
様
性
を
肌
で
感
じ
る
機
会

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
松
井
運
営
委
員
よ
り
「
多
様
性
、
多

文
化
共
生
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
、

他
者
を
知
る
努
力
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
な
が
ら

語
ら
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
相
手
を
大
切
に
思
う
の
は
ど

の
宗
教
も
同
じ
」「
他
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
同
時

に
自
身
を
内
省
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
」

「
今
回
の
学
び
を
活
か
し
て
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

と
し
て
追
求
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

第
２
回
は
10
月
26
～
27
日
に
実
施
予
定
。

總持寺にて

ワークショップ
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
を
行
っ
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本

委
員
会
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
っ
た
。

　

閉
会
式
で
、
日
本
委
員
会
事
務
局
の
谷
江
史
嗣

ス
タ
ッ
フ
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
広
く
地
域
社
会

に
門
戸
を
開
い
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
林
丈

嗣
活
動
委
員
（
弓
矢
八
幡
教
主
）、
林
大
道
青
年
部

会
幹
事
（
弓
矢
八
幡
副
教
主
）
を
は
じ
め
弓
矢
八

幡
の
信
者
の
皆
さ
ま
の
取
り
組
み
に
感
銘
を
受
け

た
こ
と
、
バ
ザ
ー
の
売
上
金
か
ら
青
年
部
会
へ
寄

附
を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
御
礼
を
述
べ
た
。

青
年
部
会

弓
矢
八
幡
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
へ
ブ
ー
ス
出
展

　

４
月
21
日
、『
第
38
回
弓
矢
八
幡
・
愛
の
会
和
歌

山
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
』が
弓
矢
八
幡
本
部（
和

歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
）
で
開
催
さ
れ
、
青
年

部
会
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
弓
矢
八
幡
の
信
者

や
関
係
者
、
地
域
の
人
び
と
約
１
５
０
人
が
訪
れ

盛
況
だ
っ
た
。
同
バ
ザ
ー
は
、
災
害
支
援
や
地
域

の
社
会
福
祉
支
援
の
た
め
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
約
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。

　

青
年
部
会
の
ブ
ー
ス
で
は
大
西
英
玄
幹
事
長

（
清
水
寺
成
就

院
住
職
）の
一

筆
書
き
色
紙

の
プ
レ
ゼ
ン

ト
、感
じ
る
地

球
儀
の
展
示

や「
い
の
ち
の

森
」づ
く
り
プ

W
C
R
P
7
月
20
日
号
令
和
六
年
七
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
三
七
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
︶
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

《
７
月
》

３
日　

�

人
身
売
買
禁
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１
回
会

合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

９
～
10�

日　

平
和
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
倫
理
国
際
会
合

（
広
島
・
国
際
会
議
場
他
）

14
日　

�

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」鎮
守
の
社
安
全
祈
願
祭
（
埼

玉
・
所
沢
）

27
日　

�

人
身
売
買
禁
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
公
開
学
習

会
「
人
間
の
尊
厳
を
考
え
る
円
卓
会
議
～
人

身
取
引
世
界
反
対
デ
ー
に
向
け
て
～
」（
大
本

東
京
本
部
）

29
日　

�

平
和
研
究
所
第
４
回
所
員
会
議
・
研
究
会
（
東

京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
）

《
８
月
》

４
日　

�

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
37
周
年
記
念
「
世
界

平
和
祈
り
の
集
い
」

６
日　

原
爆
死
没
者
慰
霊
（
広
島
）

８
日　

第
52
回
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
（
長
崎
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を

漢
字
２
文
字
で
表
し
、
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

　

広
島
で
行
わ
れ
た
平
和
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
倫
理
国
際

会
合
は
、
世
界
の
宗
教
者
の
叡
智
が
集
い
、
人
類
共

通
の
幸
福
を
願
う
会
合
と
な
っ
た
。

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*-

叡
愛
・
会
（
Ａ
Ｉ
／
エ
イ
ア
イ
）

参加者の好きな文字を一筆書き


